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一
回
目
の
「
み
ん
な
で
作
っ
て

あ
そ
ぼ
う
！
」
で
は
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
「
ス
ラ
イ
ム
作
り
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
し
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
ス

ラ
イ
ム
っ
て
、
自
分
で
作
れ
る
の

？
」
と
か
「
作
っ
た
こ
と
あ
る
よ

！
」
等
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

準
備
か
ら
興
味
津
々
の
様
子
で
、

子
ど
も
た
ち
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
い
て
い
ま
し
た
。
作
り
方
の
説

明
を
す
る
時
も
真
剣
に
話
を
聞
い

て
く
れ
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

�

い
よ
い
よ
製
作
で
す
。
容
器
に

色
水
と
水
の
り
を
入
れ
て
混
ぜ
、

そ
の
中
に
ほ
う
砂
飽
和
水
溶
液
を

入
れ
る
と
固
ま
り
始
め
ま
す
。
ス

ラ
イ
ム
に
な
っ
て
い
く
過
程
が
不

思
議
な
の
か
、
ど
の
子
も
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
、
最
後
は
自
分
た
ち

の
手
で
、
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

�

子
ど
も
た
ち
の
「
や
っ
て
み
た

い
！
」
を
体
験
で
き
る
場
と
し
て
、

物
事
の
不
思
議
や
完
成
し
た
時
の

感
動
を
共
有
し
合
え
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
年
度

の
講
座
が
六
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

�

八
講
座
の
う
ち
、
や
さ

し
い
短
歌
教
室
・
み
ん
な

で
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
!!
の

新
し
い
講
座
も
始
ま
り
ま

し
た
。
ど
の
教
室
も
皆
さ

ん
が
夢
を
も
っ
て
楽
し
く

学
ん
で
い
た
だ
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�
一
人
で
も
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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休
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会場いっぱいの歌声会場いっぱいの歌声

〈
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
〉

�

７
月
下
旬　

小
５
年
生

〈
劇
団
ま
さ
き
定
期
公
演
〉

�

な
い
た
赤
お
に

�

７
月
８
日

（日）

　

13
時
30
分
〜
・
16
時
〜

　

羽
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー

〈
正
木
小
資
源
回
収
〉

�

７
月
７
日

（土）

　

８
時
30
分
〜
10
時

�

８
月
26
日

（土）

�

10
月
27
日

（土）

�

※
予
備
日
は
翌
日
曜
日

〈
ラ
ジ
オ
体
操　

開
始
〉

�

７
月
20
日

（金）

〈
夏
休
み
宿
題
大
作
戦
〉

〈
子
ど
も
工
作
教
室
〉

�

７
月
下
旬
〜
８
月

〈
環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
作
戦
〉

�

８
月
５
日

（日）

〈
町
民
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
〉

�

８
月
上
旬　

体
育
振
興
会

〈
正
木
町
盆
踊
り
大
会
〉

�

８
月
15
日

（水）　

正
木
小
運
動
場

〈
校
区
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
〉

�

９
月
２
日

（日）

〈
敬
老
会
〉

�

９
月
16
日

（日）

〈
文
化
・
芸
能
交
流
会
〉

�

９
月
30
日

（日）

　

Ｊ
Ａ
本
店
ホ
ー
ル

〈
正
木
町
民
運
動
会
〉

�

10
月
14
日

（日）　

正
木
小
運
動
場

（
雨
天
時
・
正
木
小
体
育
館
）

前
期
の
行
事
予
定

詳
し
い
こ
と
は
、
そ
の
都
度
チ
ラ
シ

を
お
配
り
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方

の
参
加
、
御
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

★
お
手
軽
ピ
ザ

（
材
料
）

�

ギ
ョ
ー
ザ
の
皮
、
玉
ね
ぎ
、
ハ

ム
、
ピ
ー
マ
ン
、
と
ろ
け
る
チ
ー

ズ
、
ピ
ザ
ソ
ー
ス

（
作
り
方
）

�

ギ
ョ
ー
ザ
の
皮
の
上
に
ピ
ザ
ソ

ー
ス
を
ぬ
り
、
ス
ラ
イ
ス
し
た
玉

ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ハ
ム
を
ト
ッ

ピ
ン
グ
し
、
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
を

の
せ
て
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で

３
分
焼
く
。

�

六
月
十
四
日
（
木
）
森
地
区

で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
出
来
た

の
は
五
年
前
で
今
回
で
五
十
二

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
民
生
委

員
の
太
田
佳
寿
子
さ
ん
が
企
画

し
、
福
祉
委
員
三
名
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
と
で
毎
月
一
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

�

今
回
は
、

「
千
の
風

サ
ロ
ン
」

と
名
付
け
、

今
話
題
の

曲

“千
の

風
に
な
っ

て
”
等
を

高
木
真
純

さ
ん
に
歌
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

雨
の
中
三
十
七
名
の
お
年
寄
り

が
参
加
し
心
に
響
く
歌
声
に
涙

す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
皆
さ
ん
で
「
夏

は
来
ぬ
」
や
「
故
郷
」
も
歌
い

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
達
は

「
い
つ
も
違
っ
た
事
を
や
っ
て

く
れ
て
楽
し
み
や
わ
ぁ
。
こ
れ

か
ら
も
来
る
で
ね
。
」
と
喜
ん

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

�

次
回
は
、
和
菓
子
屋
さ
ん
を

招
い
て
和
菓
子
を
作
る
予
定
で

す
。

�

皆
さ
ん
も
、
一
風
変
わ
っ
た

サ
ロ
ン
を
企
画
し
て
み
て
は
？

　

今
年
度
、
お
世
話
に
な
る

自
治
委
員
（
区
長
）
の
皆
様

で
す
。

�

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に

　
　

な
り
ま
す

会　

長　

三　

須　
　
　

勝

副
会
長　

小　

島　

勝　

美

　
　
　
　

今
井
田　

希　

長

書　

記　

炭　

竃　

仁　

美

会　

計　

新　

野　

信　

明

　
　
　
　

桐　

山　

ゆ
か
り

監　

事　

味　

岡　
　
　
　

　
　
　
　

泉　
　
　

徳　

行

理　

事　

西　

原　
　
　

朗

　
　
　
　

志　

智　
　
　

満

　
　
　
　

竹　

中　

昭　

美

�

　
　
　

武　

藤　

倫　

亮

　
　
　
　

橋　

本　

淳　

一

　
　
　
　

花　

村　

直　

良

�

　
　
　

立　

花　

智　

美

�

　
　
　

山　

田　
　
　

優

�

　
　
　

小　

川　
　
　

修

�

　
　
　

高　

木　

重　

雄

�

　
　
　

近　

藤　

隆　

郎

�

　
　
　

今
井
田　

敏　

明

�

　
　
　

花　

村　

恭　

光

�

　
　
　

角　

野　

嘉　

彦

�

　
　
　

花　

村　

文　

雄

�

　
　
　

藤　

居　

春　

美

�

　
　
　

吉　

原　

り　

え

�

　
　
　

中　

島　

広　

美

�

　
　
　

北　

澤　

由
紀
子

�

　
　
　

野　

田　

由　

美

運
営
委
員
会

コ
ミ
セ
ン
の

新
し
い
副
館
長
で
す

新
し
く
理
事
に

加
わ
っ
た
方
で
す

ランチや子どものおやつ・お父さんの
ビールのおつまみに最適だよ! !

お
手
軽
ピ
ザ

（
森
地
区
）

河　
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義

平　
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美

大　

橋　

義　

克
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美

渡　

壁　

由　

香

小　

川　

真
由
美

角　
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治　

子

青　

木　

博　

美

今
井
田　

武　

之

奥　

田　
　
　

豊

和　

田　

真　

治

尾　

関　

友　

子

櫛　

田　

明　

美

加　

藤　

利　

勝

青　

木　

和　

雄

北　

島　

博　

輝

田　

中　

隆　

介

今
井
田　

福　

富

飯　

沼　

紀
代
子

豊　

島　

律　

子

西　

原　

久
美
子

運
営
委
員
会

不破一色地区

三　須　　　勝
新　野　信　明正木町青少年育成会長

橋　本　淳　一
消防正木分団長

花　村　文　雄
大浦新田地区

小　島　勝　美
須賀地区

今井田　希　長
森地区

伊　藤　英　男

大浦地区

立　木　勘　爾
坂丸地区

林　　　勲　司
南及地区

高　木　真　純
上大浦地区

浅　野　弘　和

光法寺地区

魚　住　成　明
曲利地区

小　川　弥太郎
新井地区

堀　場　和　弘
三ッ柳地区

奥　田　　　浩

（

）

（

）

（
敬
称
略
）
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　「ドッジビー」という競技、
みなさんはごぞんじですか？最
近正木小の児童のみなさんが、
昼休みなどを利用して練習して
います。ルールは簡単、ドッジ
ボールとほとんど同じです。ボ
ールのかわりにフリスビーのよ
うな円盤を投げます。（あたっ
てもほとんどいたくないですよ）
年齢を問わずみんなが参加でき
る競技ということで、今後、コ
ミセンでも大会を企画したいな
と思っています。あなたも参加

してみませんか？くわしいこと
が決まりしだい、また、お知ら
せします。

　日頃は「まさき夢づくりだよ
り」を読んでくださってありが
とうございます。広報スタッフ
一同みなさまに読んでいただけ
る“まさき夢づくりだより”を

めざし、アイディアを出しあっ
てがんばっています。今年度は
Ｂ４サイズからＡ４サイズへと
小さくなりましたが、３号とも
オールカラーで出す予定です。
�今後、広報づくりの参考にし
たいと思いますので、ご意見・
ご希望などをお聞かせ下さい。
電話・ハガキ・メールどれでも
結構です。どしどしお寄せ下さ
い。また広報スタッフも募集し
ています。一緒に作りませんか。

ご意見お寄せくださった方に
プレゼントの企画もあります。

　今年も6月10日(日)に「第11
回あじさいまつりとウォーク」
を開催することができました。
あいにくの雨にもかかわらず、
多くの皆様にご参加いただきあ
りがとうございました。
�「正木町あじさい街道」は今
から15年前に、水辺のあじさ
い街道として、北は南及から南
は三ツ柳までの約5ｋｍをあじ

さいの花で結ぼうと発足いたし
ました。発足当時は会員の年齢
もまだまだ若く、体力もありま
した。しかし、私たちも年をと
り、手が痛い人、足が思うよう
に動かない人など都合の悪い人
が多くなりました。それに加え、
新会員、若い人の入会もありま
せんでした。草刈り、草取り、
せん定など、どの作業も大変で
すが今年もあじさいはとてもと

てもきれいに咲いてくれました。
手を掛ければ掛けるほどそれに
応えてくれます。
�今年は正木小の児童の皆さん
が参加してくれることになりま
した。まずは「さし木」をして
苗を育ててくれます。
�今後もきれいなあじさいを咲
かせるために、あなたの力をぜ
ひぜひ貸してください。
　お問い合わせはコミセンまで。

あじさい街道づくりに
　　あなたの「力」を！！
あじさい街道づくりに
　　あなたの「力」を！！
あじさい街道づくりに
　　あなたの「力」を！！
あじさい街道づくりに
　　あなたの「力」を！！

「あじさい街道」つくる会

“ドッジビー”
　知ってますか？
“ドッジビー”
　知ってますか？
“ドッジビー”
　知ってますか？

広報からのお願い広報からのお願い広報からのお願い
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